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Ｉ。問題の所在
厂食の安全
」は消費生活の中でも人間の生存に
関わる最も基本的なニ
ズーであり，戦後，消費者
問題の原点として存在し続けている
。特に，近年
発生した「食の安全
」に関わる様々な問題は日本
の食料生産
・流通システムに対する消費者の不信
感を増大させ
，日本の食品安全行政の限界を露呈
させた
。このような状況の中で消費者も以前より
も「食の安全」に対して強い関心を示すようになっ
てきている。
最近
，政府は子どもたちの食習慣・食生活の乱
れ
，生活習慣病の低年齢化などの問題に対処する
ために
，「食育円を推進しようとしている。し
かし
，これらの取り組みはライフスキル形成に重
点をおいており
，具体的な学習内容が明示されて
いない
。また，総合的な学習の導入に伴い（食農
教育2）
」に対する関心が高まっているが，関係諸
機関の相互連携，学校・地域の協力体制は十分で
あるとは言えない。
「食の安全
」の問題は個人の健康・安全の問題
だけでなく
，経済構造や食料政策，食料問題，環
境問題
，グローバリゼーションの問題などの社会
的な問題を総合的に捉えて判断することが重要で
ある
。また，消費者は毎日の購買行動を通して
「食の安全
」の確保に大きな影響力をもっており，今
後
，主体的な消費行動を行うことが望まれている。
本稿では
，「食の安全」の問題を総合的に捉え
直し
，社会科で扱う内容を明確にする。さらに，
消費者教育の視点を取り入れることで
，将来，消
費者として必要になる資質の育成を目指した「食
の安全」から見た社会科授業を開発することが目
的である。
齊　藤　昌　長
(細江町立気賀小学校)
ｎ。「食の安全」の現状と問題点
１．「食の安全」の捉え方
まず
，「食」に含まれている価値についてまと
める
。ヒトにとって「食」は生存していく上で不
可欠なものである
。その本質的な部分には安全歐
や栄養性
，嗜好吐がある。しかし，文明化か進み，
食料が確保されるようになった戦後の日本では
，
これらの本質的な部分に加えて
，経済性，簡便性，
保存性といった現象的な部分が重視されるように
なっている
。これらをA.H.Maslowの欲求の階層
を基にして【図１】のように示した。
現象的な食
伯（楽しさ・おいしさ・高級感なと）経済性･･簡恆性・保存性　．
【図１】現代の「食」の構造（筆者作成）
ここでは厂食
」に関する基本的な部分として
匚本質的な食
」と食生活の変化や経済活動の拡大
によって重視されてきた厂現象的な食
」の２つに
分けている
。円錐形になっているのは，食生活の
変化に伴って
，匚生産一流通・加工一販売一消費」
という経済構造の中で扱われる厂食
」の量の増加
と空間的な拡大を表している。このような現状を
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踏まえ，生産から消費までの空間的・時間的距離
が拡大したことにより，現象的な食が重視され，
「食」 本来 の姿で ある本 質的な食 に対す る認 識
（情報） が不足 してきたことが，「食の安全」 の問
題が発生してきた社会的な原因であると捉えた。
直接「食の安全」 の問題を引 き起こす原因には
様々な要因が考えられる。本稿では【図２】 のよ
うに３つのレベルに分類した。特に問題になるの
はレベル２及び ３である。 これらは消費者が見た
だけで は安全 吐を判断できず，食べた後に分かる
問題や現世代では影響を確認で きない問題 も含ん
でいる。 しかも，これらの物質 の使用 については
有用性 と危険性の両面があり，単に原因物質を廃
すれば良 いという簡単な問題で はない。
見 え る
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【図２】［食の安全］に関わる問題のレベル
（伊藤元重編『日本の食料問題を考えるＪＮＴＴ出版，
2002, pp.326-327 を基にして筆者作成』
日本では依然としてゼロリスク主義 が根強 く残っ
ており，匚食の安全」 の問題が発生 すると危険性のみ
が強調され，消費者は過剰に反応する傾向がみられる。
「食 の安全」 の問題 は基本的に個人 の選択 ・判断と行
政や企業の安全剴策 によって確保される。したがって，
生 童者（企業），消費者 は 匚食の安全」の問題や原因
柎 硴に対レ 匸有用性と借 財生の両面からの↑静 匯を分析・
検討し，冷静に的確な判断を下すことが重要である。
２。「食の安全」の問題の変遷と現状
戦後発生した「食」 に関わる消費者問題の変遷
と現状について「高度経済成長期」，「低成長，貿
易摩擦期」，「 グローバリゼーション期」 の３期に
分けて考察した。
従来，腐敗や食中毒など生物起源性（レベル１）
の問題が中心であったが，高度経済成長期に入る
と，匚食の安全」の問題の中心は化学物質（レベ
ル２） に移った。公害の拡大 とともに, PCB な
どの化学物質が食品に混入する事件が社会問題に
なった。公害は被害地域が限られていたが，匚食」
に関わる事件は全国で消費している食料の問題で
あり，消費者全体の問題として認識されてきた。
【表１】主な 匚食の安全」の問題（国内）
年 ｢合の安令 帽こ閇わろ消費者開顕 レベル 搨
1950
1951
952
955
967
968
970
973
974
975
978
985
986
1988
1990
1996
1997
2000
2001
2002
2003
2004
大阪シラス中毒（腸炎ビブリオ）
北海道ボツリヌス食中毒
有毒着色料オーラミン事件
黄変米事件（愉入米）
森永ヒ素ミルク事件
家畜 飼料中の抗生物質問題化
カネ ミライスオイル毒物混入小件（PCB）
牛乳にBHC残留が問題化
古々米でアフトラトキシン有害カビ発見
保存抖･AF-2発ガン性発表
放射線ジャガイモ問題ｲﾋ
輸入柑橘からOPP，TBZ検出
照射粉末野菜を使用したベビーフード問題
輸入ワインからジェ チレングリコール検出
輸入野菜の安 全吐問題
放射線汚染輸入食品の急増
東京湾，大阪湾の魚介類からダイオキシン
ポストハーベ スト問題（農産物貿 易摩擦）
輸入レモンから2･4-D検出
イギリスBSE騒助
0-157による集団食中毒事件
辿伝子組み換え食品問題
雪印 乳業低脂肪乳食中毒事件
スターリンク事件
国内BSE発生
中国輸入冷凍野菜から残留農薬検出
愉入牛肉偽装事件
指定外添加物，香料製造
無登録農薬使用，販売問題
中国輸入冷凍野菜から再度残留農薬検出
ミスタードーナツツ使用禁止添加物使用
鶏インフルエンザ流行
アメリカBSE発生
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（正 田彬・金 森房子 『消費者 問題を 学ぶ』 有斐閣,19 卵　 林郁緇
『実践的消 費者読本』民 事法研 究会, 1999　経済企画庁生活局監 修
『消費者ハンドブ ック』大蔵省印刷局,1998･1999　 他を参考にして
筆者作成）
低成長・貿易摩擦期には，食生活の変化などに
伴って食料自給率が大きく低下し， ポストハ ーベ
ストや放射線照射などの輸入農産物の問題が多数
発生した。また， フード システム3）が介在するよ
うになり，食料生産・加工で用いられる農薬や食
品添加物などの化学物質の危険性が問題になった。
国内では農薬や食品添加物 に対する規制や使用禁
止が行われ，輸入農産物に対する規制や情報公開
を求める消費者運動が盛んに行われた。
グロ ーバ リゼ ーショ ン期 に入 ると， 匚食」 と
匚農」の距離は一層拡大し，匚食」 の国際化が進ん
だ。さらに, WTO 体制下においては安全基準 の
ハーモナイゼーション（世界的整合化） と農産物
の輸入自由化が進められている。 これらの動きは
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食料自給の低下だけでなく食料の安全欧に関して
も多くの問題を含んでいる。
日本はこれまで食料の安定供給の確保に主眼を
置いた食料政策を展開してきた
。「‾食料・農業・
農村基本法（2000）」は食料安全保障だけでなく
食料主権を重視し
，農業の多面的機能の確保と国
内生産にも重点を置いている
。しかし, WTO体
制の対策という側面があり
，匚食の安全」の問題
に対する対応は含まれていない
。一方，食品安全
行政については
，厂食品安全基本法（2003）」が国
会を通過し
，今後，リスク分析の手法が導入され，
行政規制や民事ルールの整備に加えて市場機能を
活用した消費者政策を採用しようとしている
。
以上から「食の安全
」に関する学習は具体的な
問題を取り上げて対応策を教えるだけでなく
，社
会科を中心として
，食生活の変化，匚食」と「‾農」
の分離
，「‾食」の国際化，食品安全行政の４点に
ついての社会認識形成を図ることが重要である。
Ⅲ。「食の安全」の学習の在り方１．消費者教育との関係
今井光映氏は生活設計には適応主義的コンシュー
マリズムと関係する個人的生活設計と醸成主義的コンシューマリズムと関係する社会的生活設計の
両方が必要であるとしている‰つまり，「食の
安全
」に関しても，健康や安全という個人の問題
だけでなく
，今後は社会への影響（環境や国際化
など）も考慮に入れた購買活動を行うことが求め
られている
。そこで，Ｒ.ＢａｎｉstｅｒとC.Monsma
の消費者教育の概念の分類と意思決定を中核とす
る消費者教育の内容・方法を分析し，「①個人的
価値と社会的価値を比較考量した合理的意志決定
能力
，②消費者情報の分析，③社会・経済構造の
現状把握
，④環境保全への配慮，⑤消費者主権の
自覚
，⑥消費者保護の内容の理解」を「食の安全」
に関わる消費者教育の視点として設定した
。
学習指導要領で示された内容と消費者教育にお
ける発達段階5）を検討した結果
，小学校段階では，
消費者教育の視点②③④を扱い
，それを基にして
視点①である個人的価値と社会的価値を比較考量
した合理的意志決定能力を育成していくことが重要である。そこで，消費者教育の視点を生かし，
-
【図３】のような厂食の安全」に関わる事実の分
析に用いるフレ
ムーワークを作成した。このフレー
ムワ
クーを用いてI～IVに関わる情報を収集，分
析すれば
，個人的価値だけでなく社会的価値も考
慮した消費者としての価値判断が可能になるＯ
非経済的（本質的な食）
皿
健康・安全・信報
個人的価値
食生活消費
色 ）Ｉ
巵 ダ
環境･食文化･食品安全行政
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【図３】消費者教育の視点を生かした事実分析のフレームワーク（筆者作成）
２
。リスク・コミュニケーションとの関係
現状ではセロリスクを達成することが困難であ
り
，消費者は匚食」に関するリスクを認識した上
で購買行動を行うことが求められている
。しかし，
厂食の安全
」の問題に関してはリスク認知のバイ
アスが生じやすいために
，消費者が客観的な判断
を
下すことが難しくなっている。
さらに
，今後匚食の安全」に関しても消費者に
はリスク
・コミュニケーション能力が必要になる
とされている
。これには社会的合意が目指される
が
，実際にはリスクについて知らされているレベ
ルでの社会的受容もしくはＬＣＳ（Less Conflicting
Solutions:比較的衝突が少ない解決6）を目指した
方が現実的である
。このために必要な能力は社会認
識形成と個人の留保条件付き価値判断である
。
吉川肇子氏は冂スクについての情報を批判的
に読み解く能力を教育によって形成していくこと
がリスク
・コミュニケーションにおいは重要で
ある」と述べ
，教育に必要なポイントとして次の
３点を挙げている7）。
39－
・セロリスクはないと理解すること。
・リスクとベネフィットの両方を考えることが必要であること。
・リスクについては確実なことはなく，不確実性はさけられないこと。
図２で示したレベル２やレベル３の問題はトレ
ー
ド・オフの関係を含んでいるものが多い。したがっ
て
，消費者は収集した情報を感情的，直感的に判
断するのではなく
，有用性と危険性の両面から科
学的に分析する必要かおる
。つまり，【図４】の
ような「リスク
ベーネフィット評価」を基にして，
有用性と危険性の両面を含んだ社会的論争問題を組み込んで授業を行うことが有効である。
危険※危険性と有用性の両方を比較して判断
無用 有用
４
【図４】リスクーベネフィット評価（科学技術）（神山進『消費者の心理と行動』中央経済社, 1997,ｐユ96より筆者作成）
実際には国家間や世代間の問題は複雑なトレ
ー
ド・オフの関係を含んでおり，社会科学の総合的
な考察が必要である
。特に，レベル３の問題には
世代間の問題が含まれているため
，次世代以降へ
の影響を考慮した価値判断を行う必要かおる
。
以上から「食の安全
」に関わる社会的論争問題
を授業で扱い
，合理的意志決定能力を育成するこ
とは消費者教育やリスク
・コミュニケーションの
面からも重要である
。具体的には消費者教育の視
点を生かし
，食生活や安全性だけでなく，環境や
食料の安定供給の確保などの社会的価値に関わる
事実分析を行った上での匚未来予測一価値判断」を授業に位置づけることが有効である。
IV.「食の安全」から見た社会科の授業設計
１．題材について
匚食の安全
」は日本の食料問題と密接な関係を
もっているので
，第５学年「‾食料生産の様子と国
民生活
」の単元の中に位置づけた。
まず
，匚食の安全」の問題の根本的な要因を探究す
る過程である
。食生活の変化では自分たちの食生活を
振り返り
，日本の食生活力嗄化してきた原因について
認識する。次に，匚食」と匚農」の距離が拡大したこ
とによって
，安全欧より経圈生力痩先されて農薬や食
品添加物などが大量に使用されるようになったことを
認識する
。ここまでの段階で「食」に関する時間的・
空間的な現状を把握できるようにする
。そして，輸入
農童物の安全欧の問題を通して
，食料自給率の低下と
グロ
バーリゼーションの拡大が「食の安全」の問題に
大きく影響を与えていることを認識する
。最後に，環
境保全と自給率の向上を目指す農業政策と今後の日本
の食品安全行政の取り組みについて知り
，消費者の役
割に気付くことができるようにする
。
これらを踏まえて
，世代間の問題を含んだ社会
的論争問題として遺伝子組み換え作物（食品）の
導入問題について考える
。この際，厂食の安全」
の確保と食料の安定供給の確保の両面からの検討
を行い
，個人的選択の問題だけでなく，社会的論
争の問題の面からも考察することが必要である
。
最後に消費者としてリスクとベネフィットの両面
から事実を分析・検証し，未来予測・価値判断を
行う
。これらの過程を経て消費者として必要な
厂食の安全」に関わる社会認識を形成し，合理的意志決定能力を育成できるようにする。
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。授業モデル
（1）単元名
第１次「わたしたちの生活と『食の安全』
」（⑨）
第２次これからの食料生産～遺伝子組み換え作
物について考える」（⑥）
（2）単元目標
①　日本人の食生活の変化と匚食
」と匚農」の距
離の拡大によって
，経済性，簡便性，保存性な
どが重視され
，安全性や栄養性に関する情報が
不足したことが匚食の安全」の問題の根底にあ
ることを説明することができる
。
②　食料自給率の低下が匚食の安全
」に与える影
響を認識し
，日本を取り巻く匚食」の国際化の
現状と今後の食品安全行政の在り方について説
明することができる。
③　遺伝子組み換え作物の有効歐と危険性を調べ
，
食料の安定供給の確保と「食の安全
」の確保を
両立させるために
，今後，自分たちが消費者と
してどのように問題に関わっていくのか考える
ことができる。
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(3) 展開
時 段階 主な問い 目標と児童･生徒に身につけさせたい知識 資料
①
｜
③
情報の収集
Ｉ
情報の分類
Ｉ
学習問題 の
発見Ｉ
仮 説の設定
Ｉ
検証Ｉ－１
検証Ｉ－２
検証Ｉ －３
ま とめＩ
０ １週間の夕食について調べた
こ とを発表しよう。
○どんな食品を食べているでし
ょう。
・１週間の食生活の実態（食材，献立，外食・中食）
について調べ, 食料に関して関心をもつことができ’る。
・食材の消費量の変化から，日本人の食生活が変化し
てきたこ とを知る。
資料①
夕食の食材調べ(プリント)
資料②
主な食料の消費量の変化
現在の目本の食生活
資料③
米の消費量の変化
アメリカ の食生活
資料 ④
核家 族 と三 世 代家 族 の割
合，都市への人口集中
資料⑤
家庭電化製品の普及，女性
の社会進 出，増える外食
なぜ，日本人の食生活が変化したのだろう。
○原因を予想してみよう。
○なぜ，米 の消費量が少なくな
ってきたのでしょうかo
O なぜ， 昔からの日本料理が作
られなくなったのでしょうか。
○なぜ，外食 －中食を利用する
よ うに なって きた のでし ょ う
か。
・外で食べるこ とが多くなっ たから。
・米を食べるこ とが少なくなったから。
・戦後，アメリカ の食文化が輸入された ので，米 中心
の日本型 食生活 は変化して，各国の食材，料理を 日常
的に食べるようになってい るo
・1960 年代から都市へ人口集 中するようになって核家
族が増えて，お ばあちゃんやおじいちゃんと一緒に住
む家が少なく なり，昔ながらの日本の食生活送るこ と
が難しくなっ た。
・家庭電化製品が普及し，お 母さんの家事にかける時
間が少なく なった ので，女性が働きに出るようになっ
た。 それに伴って，外食や惣菜な どを利 用するこ とが
多く なった。
日本では工業が発 達するにしたがい，都市では核家族が増え， 古くからの日本 の食生活を送るこ とが難しくな
り，米 の消費量も減 少しているo さらに，女性が社会に働きに出るよ うになって，外食や惣菜な どを利用するこ
とが多くなったので，日本人の食生活は大きく変化してきた。
○夕食の材料で最も食べている
食材 は何でしょう。
・食生活 は変化したが，米 は日本人の主食 として特別
な思い入れがあるこ とを確認する。
④
｜
⑥
情報 の収集
ｎ
情報 の分類
n
学習問題 の
発見ｎ
仮説の設定
皿
検証ｎ－１
検証Ｈ－２
検証ｎ－３
まとめＨ
○家のごはん以外 にどんな形で
米を食べているでしょう。
○年表を見て分かったことを書
こう。
・流通業や食品製造業が介在して，主食である米も様
々な形で消費していることを知る。
・年 表を 見て，残留農薬や食品添加物の使用が間題に
なっ ていること，これらが身の回りに大量に使用され
ていることをつかむ。
パ ツクのごはん，おもち，
コンビニ弁当，おにぎり
資料⑥
消費者問題年表
資料⑦
野菜の規格 と収入，農薬 の
種類，食品添加物の種類
資料 ⑧
都市と農村 の距離， 庄内米
の輸送経路・輸送方法
資料⑨
パツクのごはんが届くまで
フードシステムの流れ
なぜ，「食 の安全」に関する間題が発生してきたのだろうｏ
○原因を予想してみよう。
○なぜ，農薬や化学肥料，食品
添 加物 を使 用す る のでし ょう
か。
○なぜ， 都市と農村を結ぶ流通
システムが必要になっ たのでし
ょ うか。
○生産と消費の間に流通・加工
業者が入るよ うになると，どの
よ うな問題が起きるのでしょう
か。
・いろいろな農薬や添加物などが使われたから。
・消費者に生産や加工での情報が入りにくい から。
・ 大量生産によっ て経費を減らし，保存性を高めるた
めに，農薬や化学肥料，食品添加 物が大量に使用され
るようになった。
・人 口が集中した都 市に大量の食 料を送り，農村 の経
営規模拡大を図る必要があったので，都市から離れた
地方に大規模生産地を作るようになった。そのために，
生産者と消費者の距離が拡大した。
・消費者の食 生活 の変化に伴って，生産と消費 の間に
いくつもの食 品製造業，流通業，外食産業が関わるよ
うになり， 消費者から生産地の様子や製造過程な どが
見えにくく なった。これによって，生産者 と消費者の
間のコミュニケーション不足が起こっている。
食 生活の変化すると加工食品や外食の利用が多くなり，生産者 と消費者の間に様々な業者 が介在するようにな
った。これによって，経費を減らし保存性を高めるために農薬や食品添加物な どが使われ， 消費者に生産や流通
段階での安全 吐に関する情報が届きにくくなったので，「食の安全」に関わるいろいろな問題が起きてきた。
○輸入食料にはどのような問題
があるのでしょう。
・私たちの生活には輸入食料が欠かせないことを知り，
その安全性について関心をもつ。
⑦
｜
⑨
情報の収集
Ⅲ
情報の分類
○天ぷら うどんの材料を調べよ
う。
○新聞の見出しを見て分かった
・ 日本の伝統的な食事の材料をつかむ。
・輸入食料の安全性が問題になっていることを知る。
・外国から輸入されている冷凍野菜が身近に使 われて
資料⑩
天ぷらうどん
冷凍野菜の残留農薬に関す
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Ⅲ学習問題の
発見Ⅲ
仮説の設定
Ⅲ
検証Ⅲ －１
検証Ⅲ －２
検証Ⅲ －３
まとめⅢ
こ とをま とめよう。 おり，その安全吐が問題になってい ることを知る。 る新聞記事，冷凍野菜の輸
入量
資料⑥
日本 の食料 自給率の変化，
主な農産物の自給率
資料⑩
アグリビジネスの組織図
アグリビジネスと農家 の関
係
資料⑩
WTO 農業交渉・SPS 協定
の内容，ｺ寸トｸｽ 委員会
なぜ， 日本では輸入食料の安全性が問題になっているのだろう。
○原因を予想してみよう。
○なぜ，食料自給率が低下した
のでしょうか。
○外国の企業が日本 に進出する
と，どのような問題 が起きるの
でしょ うか。
○なぜ, WTO 体制の下では「食
の安 全」の確保が難しい のでし
ょうか。
・日本は大量に外国から食料を輸入しているから。
・外国の会社 が日本に進出してきているから
〇
・十分な食料 を確保するために農産物自由化政策がと
られ，安く 大量の農産物が輸入 されたので，国内での
食料生産が衰えて食料 自給率が大きく低下した。
・多国籍ア グリビジネスは，科学技術を応用して農業
生産の工業化 を進 め，企業による農業支配を強化して
いる。 そのた めに，各国の食文化や農業の地域性，多
様性を失わせる恐れがある。
・農産物の輸入制限をなくし，各国の食品安全基準や
規格を統一して国際規格を採用するので， 日本の場合
は国内農業 の衰退と食料の安全性の面で問題が残る。
農 産物の輸入自由化政策がとられ，安い 食料が国内に大量に流入するようになり，米以 外の国内の食料生産は
衰え， 日本の食料自給率は大きく低 下した。 さらに自由貿易 が広がると，国内の農業は衰えて食料輸出国による
食の支配が進む心配があ る。こ れによって「食 の安全」に関する間題が拡大する恐れかおる。
○これからどのような対策をと
ろうとしているのでしょう。
・日本では どのよ うな食 品安全行政がおこ なわれてい
るのか 関心をもつ。
⑩
｜
⑩
情報 の収集
Ⅳ
情報 の分類
Ⅳ
学習問題 の
発見Ⅳ
仮説 の設定
Ⅳ
検証Ⅳ－１
検証Ⅳ－２
まとめⅣ
○食 品表示・広告 の中から食料
の安全に関するものを探そ う。
○どのよ うな表示があるか分類
しよう。
・食品には有機，無農薬, HACCP な どの表示が使わ
れているこ とを知る。
・表示 の意 味につい て知 り，生産，流通・加工，消費
の段階ごとに分類するo
資料⑨
「コープこうべ」の広告
牛乳 に付いているHACCP
の表示・有機農産物・有機
農産物加工品のマーク
HACCP 方式 と従来の食品
の検査方法の違い
資料⑩
世界 の人口と食料生産の予
測，環境保全型農業 とは，
有機食品の認証コスト，農
薬を使わない 場合の被害
資料⑩
リ スク分析の仕組 み，ﾄﾚｰｻ
ﾋ勹ﾃｲの仕組み
なぜ，日本は「食の安全」を守る新しい仕組 みを取り入れたのだろ う。
○原因を予想してみよう。
○なぜ，環境保全型農業や 有機
農業 を推進しようとしてい るの
でしょ うか。
○どのよ うにして 「食の安 全」
を確保しよ うとしているのでし
ょうか。
・消費者に正しい情報を知ってもらうため。
・危険性のあるものを生産段階で除こうとしている。
・農産物の輸入自由化が進 み， 自給率が極端に低くな
り，戦争な どの不測時の食料供給 と輸入農産物の安全
性が問題 になってきた。そ のた めに，食 料・農業・農
村基本法が制定され，農業 の多面的機能を重視した環
境保全型農業や有機農業を推進して国内生 産と輸入農
産物 のバランスを図ろうとしている。
・日本では食品安全基本法を制定し，こ れまでの政策
から， リスク分析の手法を 取り入れた安 全性の確保と
消費者 の役割を重視した政策に転換しようとしている。
食料の安定供給が優先され，食料の安全性については積極的な取り組みはしてこなかっ た。しかし，「食の安全」
の問題が繰り返し発生してきたので，これまで の農業政策と食品安全行政を見直し，「食の安全」を確保しようと
している。現在，食料の安定供給と「食 の安全」の確保 の両立が課題になっている。
○ 日本で は「食の安全」が確保
できるのでしょうｏ
・こ の時点での自分の考えをもっ。
①
｜
⑥
情報の収集
情報の分類
論題の提示
論題に対す
る予想
亊実の分析
○遺伝子組み換え作物・食品に
つい て知っているこ とを発表し
よう。
○食品の原材料表示 から遺伝子
組み換え作物・食 品を見つけよ
う。
・品種改良や 「食」 の国際化で の学習を基にして発表
する。
・食品表示 を活用し，表示 には「使用」「不使 用」「不
分別」の表示 かおるが，遺伝子組 み換え作物を食べて
いる可能性かおることを知 る。
資料⑤
組み換え技術
イメージマップ
食 品表示（各自）
組み換えに関する表示の例
組み換え作物の輸入量
ワークシート１
資料⑩
食料自給率の低い 日本では，遺伝子組み換え作物・食品を積極的に導入した方が
良い のか。
○論題に対する自分の考えを書
こ う。
○消費者は遺伝子組み換え作物
・論題に対して，各自の第一次の価値判断を行う。
・すでに， 日常の食生活の中には遺伝子組み換え作物
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検討
ﾘｽｸｰ ﾍﾞﾈﾌｨｯ
ﾄ評価
未来予測
留保条件
交流・吟味
価値判断
をどのように考えているのでし
ょうか。（Ｉ）
○人間の健康にどのような影響
を与えるのでしょうか。（町）
○遺伝 子組み換え作物は食料生
産にどのよ うな変化をもたらす
のでしょうか。（Ⅲ）
○環境 にどのような影響を与え
るのでしょうかo（IV）
○遺伝子組み換え の有用性 と危
険性を整理しよう。
○遺伝子組み換え作物・食 品を
導入する場合と導入しない場合
について未来予測をしようｏ
が出回っている。
・今後，消費者にとって味や 栄養面で優れた食品が供
給される可能性がある反面，長期的な影響や未知 の食
品への不安感がある。
・国,際基準を基にして安全評価を行ってお り，すでに
大量の遺伝 子組み換え作物・食品が安全とされて認可
されている。
・人体への長期的な影響や遺伝子以外の物質 による影
響も心配されてい る。
・生産性や環境への適応の面で今後発生する食料危機
への有効な対応策と考えられている。
・アグリビジネスによる「食」 の支配や 経済性 の問題
があり，途上国や飢餓に苦しむ国への導入は難しいo
・遺伝子組み換え作物・食 品は除草剤耐性や害虫抵抗
性などの特徴をもっ てお り，これまでの農法に比べて
低農薬，低化学肥料での栽培が可能になる。
・これらの遺伝子が周りの環境に飛散することにより，
新たな環境破壊が進みむこ とが予想されている。
・これまで の学習内容から遺伝子組み換え技術の有用
性と危険性を整理する。
アン ケート・聞き取り調査
用紙，消費者の意識の変化
組み換え栽培国
新しい組み換え作物，第２
世代に関わる新聞記事
組み換え作物の混入事件
資料⑩
実質的 同等性，安全審査，
ﾄﾘｱﾄﾌｱﾝ 事件，ｱﾚﾙｷﾞｰの心
配，マーカー遺伝子
資料⑩
組 み換え作物の開発方向，
収量改善の可能性， 除草剤
耐性作物，栽培面積，遺伝
子組み換えイ ネの開発，組
み換え作物の使用料，収穫
蛩の比較
資料○
省農薬効果,環境修復作物，
組み換え作物の環境への影
響，Btﾄｳﾓﾛｺｼ
ﾌｰ ｸﾞｼｰ ト ２（未来予測
の記入）
【導入し た場合の未来予測】
・安くて，健康に良い食 品を手に入れるこ とができ
るだろうｏ
・国内の農産物の生産を増やし， 自給率を大 幅に高
めることができるだろう。
・アレルギーな どの世代を超えた健康被害が拡大す
るだろう。
ｍ
【導入しない場合の未来予測】
・少なくとも日本国内では健康被害は発生しないだろう。
・ 日本の環境を守るこ とができるだろ う。
・輸入農産物 に押されて 日本国内の農業は，さらに衰えて
しまうだろう。
コ
↓ 雌卜 廴。
遺伝子組み換え作物を積極的に導入した方が良いか，導入しない方がよいか。
耳ﾖ
≪
【留保条件の例】　　　　　　　　　　　　　　 ｀
・遺伝子組み換え の技術の進歩するならば，
・検査が信用できるものならば，
・正しい情報が消費者 に提供されるならば，
・安くて質の良い食料を大量生産できるならば，
汁
・遺伝子組み換え技術の進歩がないならば，
・有機栽培な どの技術が確 立されたならば，
・長期的な影響がはっきりしない のであれば，
・遺伝子を周 囲の環境から隔離できないならば，
○自分の考えを理由を加えて発
表しよう。
○自分の考えをまとめよう。
・自分の考えを理由を加えて発表する。 ワークシート２（留保条件
・価値判断の記入）
遺伝子組み換え作物は安くて質の良い食料を大量に生産することかでき，農薬や化学肥料の使用も減らすこと
ができる。こ のため世界の食料問題を解決するための有効な方法である と考えられている。現在，厳しい試験が
行 われてお り，健康への被害もほとんどなく，国内生産を増やすためにも積極的に遺伝子組み換え作物を導入し
ていく方が良い。
すでに遺伝子組み換え作物は飼料用が中心ではあるがアメリカ などの国から大量に輸入 されているた め，消費
者 の不安が広かつてい る。遺伝子組み換え作物の表示 が義務化によって，消費者はある程度選択できるようにな
ったが，健康や環境への影響が問題になっているので，食料生産を増やすためだけに遺伝子組み換え作物を導入
しない方が良い。
※ 「食 の 安 全」 に 関 わ る用 語 は， 農 林 水産 省 ホ ー ムペ ー ジ 「す っ き り分 か る食 と農Ｑ ＆ Ａ」（http://ｗｗｗ.ｍａ餓gojp/syｏｋｕｎｏＪａ/indeｘ.htｍ）が 子 ど も
向 けで あ り ，簡 潔 にま とめ られ てい る ので 活用 し た い。 なお ， 授 業 資料 につ い て は拙 稿 『「食 の 安全 」 か ら見 た社 会 科授 業 の 開発 一 消 費者 教育 の
視点 を 取 り入 れ て 』兵 庫教 育 大学 修 士論 文, 2003.12 を 参考 に された い。
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３。授業モデルの成果
本稿では
，消費者教育の視点を組み込み，匚食
の安全
」に関する社会事象を個人的価値と社会的
価値の両面から捉え
，消費者としての意志決定能
力を育成する社会科授業設計を目指した
。さらに，
匚食の安全］に関わる問題に含まれる価値を危険
性と有用性の両面から捉えるためにリスク分析の
概念を取り入れることにした。
これまで学校教育の中で行われる匚食
」に関す
る指導や食農教育では実践的行動や体験活動が重
視され
，匚食の安全」に関しての科学的社会認識
形成と意志決定能力の育成について扱われること
は少なかった
。筆者は「‾食の安全」に関わ社会
科の学習内容と消費者教育の視点を生かした授業
モデルを示した
。これによって従来の実践に見ら
れたような危険性のみを強調するような授業では
なく
，経済構造の変化と「‾食の安全」との因果関
係を認識することできる授業が可能になる
。さら
に
，この授業を通して匚食」には様々 価値が内
在することに気づき
，消費者として関わるべき，
個人的選択と社会的論争の両面からの見方や考え方を育成することができると考える。
Ｖ。おわりに
現在では自ら栽培したものを自ら食べるという
営みがほとんど不可能になっている
。つまり，生
産者も「食」に関しては消費者であり，皆，消費
者なのである
。その意味において，「食の安全」
の問題に対しても
，どのような意志表示をするの
か
，生産者や企業，行政に働きかけていくのかは
消費者として重要な課題である。
このように
，食料問題は21世紀に生きる消費者
にとって
，避けて通ることができない問題である。
食品表示やインタ
ネーットなどによって「食」に
関する情報が提供されるようになると
，消費者は
消費者情報を分析し
，自ら判断すことが求めら
れる
。同時に，その判断は消費者の役割と自己責
任を伴ったものでなけでばならない
。したがって，
自分たちが消費する「食
」の実態について情報収
集し
，どのようにして安全欧を確保と食料の安定
供給を両立させていくのか考え続けることが望ま
れるのではないだろうか。
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